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歯
科
医
療
の
向
上
に
関
す
る
質
問
主
意
書

適
切
な
食
事
を
通
じ
て
健
康
の
回
復
、
維
持
、
増
進
を
図
る
こ
と
は
、
運
動
と
と
も
に
健
全
な
日
常
生
活
を
営
む
上
で
注
目

さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
お
け
る
歯
周
病
予
防
・
口
腔
機
能
維
持
管
理
は
糖
尿
病
、
脳
梗

塞
、
心
筋
梗
塞
の
発
症
・
重
篤
化
を
抑
制
し
国
民
の
健
康
増
進
、
医
療
費
抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
病
院
、
介
護
の
現
場
で
は
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
、
口
腔
ケ
ア
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
、
入
院
患
者

の
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
減
少
を
は
じ
め
、
様
々
な
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
〇
二
〇
運
動
な

ど
に
よ
っ
て
口
腔
機
能
が
高
く
維
持
さ
れ
る
こ
と
で
、
総
医
療
費
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
健
康
寿
命
の
延

伸
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
う
総
医
療
費
の
適
正
化
に
歯
科
医
療
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
歯

科
医
療
を
取
り
巻
く
現
状
は
極
め
て
厳
し
い
。
従
っ
て
、
歯
科
医
療
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
以
下
の
諸
点
に
関
わ
る
、

政
府
の
見
解
を
問
う
。

一

歯
の
健
康
が
、
全
身
の
健
康
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
専
門
家
の
間
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
歯
周
病
の
予

防
・
管
理
が
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
の
予
防
・
重
篤
化
抑
制
、
早
期
低
体
重
児
出
産
の
抑
制
な
ど
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
政
府
の
認
識
を
問
う
。

一



二

平
成
十
八
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ
て
、
歯
周
病
指
導
・
管
理
を
保
険
診
療
で
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。
歯
周

疾
患
に
係
る
維
持
管
理
の
診
療
報
酬
上
へ
の
明
確
な
位
置
づ
け
と
点
数
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

三

八
〇
二
〇
（
八
十
歳
で
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
持
っ
て
い
る
こ
と
）
を
実
現
し
て
い
る
人
は
、
医
療
費
用
や
介
護
費
用

を
削
減
で
き
る
と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
の
認
識
を
問
う
。

四

国
民
医
療
費
に
占
め
る
歯
科
診
療
費
の
割
合
は
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）
の
十
一
�
〇
％
を
極
大
値
と
し
て
下

が
り
続
け
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
に
は
、
七
�
七
％
に
ま
で
下
落
し
た
（
な
お
差
額
徴
収
制
度
下
﹇
昭
和
三
十
年

〜
五
十
一
年
﹈
に
お
い
て
も
、
十
三
�
〇
％
が
八
�
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
最
大
値
は
昭
和
三
十
四
年
の
十
三
�
二
％
）
。

政
府
は
ど
の
程
度
の
数
値
を
適
切
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

五

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
は
百
十
一
名
の
医
師
が
公
務
員
と
し
て
働
い
て
い
る
の
に
対
し
、
歯
科
医
師
は
十
三
人
に
過
ぎ

ず
、
医
師
の
約
十
分
の
一
程
度
の
レ
ベ
ル
で
し
か
な
い
。
歯
科
医
師
の
比
率
を
増
や
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
問
う
。

六

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
の
メ
ン
バ
ー
に
医
師
が
五
人
い
る
の
に
対
し
て
、
歯
科
医
師
は
一
人
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
状
況
で
は
、
歯
科
医
療
の
重
要
性
を
医
療
政
策
に
十
分
反
映
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
歯
科
医
師
、
あ
る
い
は

二



歯
科
医
療
の
現
場
を
知
る
人
間
の
比
率
を
高
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

七

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
が
平
成
十
九
年
六
月
に
実
施
し
た
「
第
十
六
回
医
療
経
済
実
態
調
査
（
医
療
機
関
等
調
査
）

結
果
速
報
」
に
よ
る
と
、
一
般
診
療
所
（
個
人
立
・
無
床
）
の
収
支
差
額
が
二
二
五
�
三
万
円
（
月
額
）
で
あ
る
の
に
対

し
、
歯
科
診
療
所
（
個
人
立
）
の
収
支
差
額
は
一
二
二
�
九
万
円
（
月
額
）
と
な
っ
て
い
る
。
等
し
く
人
間
の
生
命
と
健
康

を
扱
う
医
療
機
関
に
お
い
て
、
約
二
倍
の
格
差
が
付
い
て
い
る
こ
と
を
是
正
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。

八

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
習
熟
で
き
ず
に
廃
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
歯
科
医
師
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
機
材
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
数
百
万
円
と
い
う
高

額
の
出
費
が
予
想
さ
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
対
応
を
政
府
と
し
て
採
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

九

画
一
的
な
文
書
提
出
の
義
務
化
に
よ
っ
て
、
歯
科
医
師
が
患
者
と
向
き
合
う
時
間
が
奪
わ
れ
、
逆
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
に
な
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
が
生
じ
て
い
る
。
一
回
目
は
ま
だ
し
も
、
二
回
目
以
降
の
治
療
で
大
き
な
変
更
点
が
な

け
れ
ば
義
務
化
を
外
す
な
ど
、
現
実
に
即
し
た
運
用
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。三



十

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
お
年
寄
り
の
介
護
に
関
わ
る
ニ
ー
ズ
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
地
域
の
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
増
や
す
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
、
歯
科
医
療
従
事
者
も
そ
の
中
核
に
な
り
う
る
と
考
え
る
が
、
歯
科
医
師

に
よ
る
訪
問
診
療
や
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
訪
問
衛
生
指
導
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
対
応
を
診
療
報
酬
上
で
採
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

十
一

平
成
十
九
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
医
療
法
改
正
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
に
罹
っ
て
い
る
患
者
に
対
す
る
安
全
対
策
な

ど
、
歯
科
医
師
が
負
う
べ
き
義
務
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
行
為
は
、
今
ま
で
の
初
診
料
・
再
診
料
に
含
ま
れ
、

新
た
な
保
険
点
数
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
診
療
報
酬
に
加
算
さ
せ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
新
た
な
対
応
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

十
二

職
場
に
お
け
る
歯
の
検
診
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
一
項
は
「
医
師
に
よ
る

健
康
診
断
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
み
で
、
歯
科
の
定
期
健
診
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
校
保
健
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
歯
の
健
康
は
損
な
わ
れ
、
老
人
保
健
に
お
け
る
対
策
は
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
一
項
は
、
歯
科
検
診
も
含
む
と
解
釈
さ
れ
る
の
か
。
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
通
知
・

通
達
に
よ
る
努
力
義
務
で
は
な
く
、
法
律
に
明
記
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 四



右
質
問
す
る
。

五


